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101　　　　心筋SPECTにおける角度可変型2検出器

ガンマカメラの有用性

村川圭三，片渕哲朗，岡　尚嗣，佐合正義，林田孝平，

広瀬義晃，石田良雄　　（国立循セン　放診部）

　角度可変型力’ヵカメラの特徴は，二基の検出器が直角に配

置できるため，180°収集の場合90°の移動で収集が完

了する．今回我々は直角配置での180°収集と対向配置

での360°収集の比較を中心に，角度可変型力’　）・7hXラの有

用性を検討した．まずファントム実験にて分解能，均一性等を

調べ，本装置の基本性能を把握した．次いで同一症例に

おいて収集角度の異なる画像を視覚的に比較し，その診

断能について検討した．その結果，直角配置での18ぴ

収集は心筋のカウントが増加するため心筋コントラストが向上し，

右室も明瞭に描出され，最も診断能の高い画像であった．

以上より本装置の最大の特徴である直角配置180°収集

は，心筋SPECT検査における臨床的有用性を認めた．

102　　装着型左心室機能測定装置における解析因子

の検討

山崎章、布施修一郎、藤原邦夫、河上悦子、伊東洋子、

野竹文章（東医大八王子核医学部）、小林裕、笠井龍太

郎、豊田徹、吉崎彰、臼井幹雄、内山隆司、永井義一

　（東医大八王子循内）

　虚血性心痴患を呈する10症例を対象にして、装着型左

心室機能装置を用いE・L・室機能を測定した。方法はピロ

リン酸を投与し、15－20分後に99mTc－04740－925MBq

　（赤血球体内標識法）を投与してから、装着型左心機能

装置をガンマカメラにて補正後装着し、60－120分間デー

タ収集した。収集されたデータについては、所定の解析

処理を行った。その際dackground－EF算出にあたり、心

超音波、左心室造影および心プールシンチより計測され

たEjection－Fractionを用いBackgromd－EFを算出し左

心室機能解析を行い、変動性などを比較検討した。
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